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１ 調査の目的

札幌市では、子どもが安心して暮らし、健やかに成長するまちを目指して子どもの権利条例を制定し、
子どもの権利の保障を総合的かつ計画的に進めるために、「第３次子どもの権利に関する推進計画」(令
和２年度～令和６年度)を策定している。

本調査は、子どもに関する大人の意識や子どもの状況を把握し、現計画の検証や次期計画策定に向け
た施策検討の基礎資料とするために実施する。

２ 調査の実施内容 ３ 回収結果

小学生（10～12歳） 1,632人

子ども

調査対象 中高生（13～18歳） 3,368人

19歳以上の市内在住者 5,000人大人

無作為抽出
（住民基本台帳から対象者を抽出）

抽出方法

調査対象者に調査票を郵送。返信用封筒また
はウェブ回答フォームから回収。

配布・回収方法

令和５年12月11日（月）
～令和５年12月26日（火）

調査期間

回収率回収数対象数対 象

43.4％7091,632【10～12歳】の子ども（ａ）

28.8％9703,368【13～18歳】の子ども（ｂ）

35.5％1,7775,000【19歳以上】の市内在住者（ｃ）

33.6％1,6795,000子ども全体（ａ+ｂ）

34.6％3,45610,000合計（ａ+ｂ+ｃ）

調 査 概 要



令和５年度 子どもに関する実態・意識調査結果【概要】 2

小学４年生

21.4% 

小学５年生

32.9% 

小学６年生

32.9% 

中学１年生
11.7% 

不明・無回答

1.1％

中学生
51.2% 高校生

44.0% 

大学生（短期大学生

を含む）

2.3% 

専門学校生

1.1% 
働いている

0.6% 
その他

0.3% 不明・無回答

0.5% 

Ｎ＝709 Ｎ＝970

19～29歳
10.1% 

30～39歳
14.4% 

40～49歳
19.0% 

50～59歳
18.3% 

60～69歳
18.6% 

70歳以上
19.2% 

不明・無回答

0.5% 
1.5%

5.5%

7.7%

7.5%

8.2%

6.5%

6.0% 69.7%

2.4%

妊娠中

0～2歳

3～5歳（幼児）

6～8歳（小学校低学年）

9～11歳（小学校高学年）

12～14歳（中学生）

15～17歳まで（高校３年生含む）

同居する18歳未満の子どもはいない

不明・無回答

■回答者の状況（学年等）【子ども】

■回答者の状況（年代、同居の子どもの有無）【大人】

①子ども（10～12歳） ②子ども（13～18歳）

《問２》年代 《問３》同居している子ども有無（複数回答）

Ｎ＝1,777
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56.9%

42.0%

25.0%

48.7%

17.2%

8.5%

3.8%

23.4%

0.5%

14.3%

3.6%

近所の大人とあいさつをしたり、話をしたりする

気軽に遊びに行ける児童会館や公園などがあ

る

友達の親や高齢の方など、大人との交流（多世

代交流）がある

祭りやスポーツ・文化活動などの地域のイベント

に参加したことがある

清掃活動や除雪、花植えなどのボランティア活

動に参加したことがある

子ども会やスポーツ少年団など、地域の活動に

参加している

子ども食堂など、地域の子どもの居場所を利用

したことがある

地域の大人が、子どもの見守りや犯罪防止など

安全・安心を守っている

その他

関わりはない

不明・無回答

Ｎ=1,679

《問７》地域との関わりについて（複数回答）

関わりがあると回答した子どもの割合が高く、近所の人との交

流や地域のイベントへの参加が高い割合を示している。

地域と近所の関わりはあると感じている子どもが多い一方、約

２割の子どもがつながりや地域の居場所が足りないと感じている。

■地域の人たちとの関わり【子ども】 【成果指標】

近所や地域とのつながりがある子どもの割合

（R6年度目標値：60.0％）

(当初値)
H30年度

47.8％
R2年度
39.0％

R3年度
41.1％

R5年度

57.0％
R4年度
36.9％

参考値

全
体

十
分
に
あ
る

少
し
あ
る

十
分
で
は
な
い

特
に
必
要
な
い

わ
か
ら
な
い

1,679 482 593 220 81 272

100.0 28.7 35.3 13.1 4.8 16.2

1,679 401 539 340 74 300

100.0 23.9 32.1 20.3 4.4 17.9

1,679 373 585 311 88 292

100.0 22.2 34.8 18.5 5.2 17.4

1,679 460 469 347 83 294

100.0 27.4 27.9 20.7 4.9 17.5

エ
地域の行事・イベントに参加す
る機会

カ
まちづくりやボランティア活動
に参加する機会（ゴミ拾いや除
雪など）

キ 地域や近所とのつながり

ク
家庭や学校以外で気軽に過ごせ
る地域の居場所

上段：実数

下段：割合

《問８》子どもを対象とした参加や環境について（抜粋）

※推進計画の成果指標の状況は、次期計画策定の前年に実施する、子どもと19

歳以上の市内在住者を対象とした「子どもに関する実態・意識調査」により把

握しており、令和５年度は平成30年度以来５年ぶりに調査を実施。

よって、令和２年度から活用してきた、子どもと子どものいる世帯に限定し

た「子ども・子育てに関する市民アンケート調査」については、参考値として

捉え、令和５年度は平成30年度の当初値と比較する。
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《問７》地域の子どもとの関わり（複数回答）

約半数の大人が、地域の子どもと関わりないと回答。その理由としては、関わる機会がない、身近に子どもが

いないとの回答の割合が大半を占めている。

■地域の子どもとの関わり【大人】

Ｎ＝1,777

《問８》関わりがない理由（複数回答）

問７で「関わりがない」と回答した人限定

Ｎ＝836
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■子どもの参加・意見表明の機会 【子ども】

5

《問９》自分の考えや思いを伝える機会はあるか

子どもの参加の取組では、自然・文化・スポーツ体験は機会も多

く、比較的足りているが、職業体験や社会体験、ボランティア活動

の機会は十分ではないとの傾向。

また、意見表明の機会では、家庭や学校における意見表明の機会

は比較的あるが、地域や札幌市政については、「機会はない」や

「特に言いたいことがない」の割合が高い。

全
体

十
分
に
あ
る

少
し
あ
る

機
会
は
な
い

特
に
言
い
た
い
こ
と

は
な
い

わ
か
ら
な
い

1,679 768 472 110 228 80

100.0 45.7 28.1 6.6 13.6 4.8

1,679 528 463 310 263 91

100.0 31.4 27.6 18.5 15.7 5.4

1,679 522 522 201 281 125

100.0 31.1 31.1 12.0 16.7 7.4

1,679 164 311 453 439 285

100.0 9.8 18.5 27.0 26.1 17.0

1,679 419 336 306 349 244

100.0 25.0 20.0 18.2 20.8 14.5

1,679 125 217 498 374 438

100.0 7.4 12.9 29.7 22.3 26.1

上段：実数
下段：割合

ア
家庭で大事な物事やルールにつ
いて

イ
学校の校則などの決まりごとに
ついて

ウ
学校行事やイベントなどの企画
や運営について

エ
地域で行われている行事などの
取組について

オ
部活動や子ども会など、放課後

や休日に参加する活動について

カ
札幌市のまちづくりなど、札幌
市政ついて

29.7%

37.3%

27.5%

9.2%

12.9%

43.2%

7.7%

1.8%

17.3%

3.8%

部活動や地域の文化クラブなどで、芸術・文化活

動をすること

部活動や地域のクラブチームなどで、運動やス

ポーツ活動をすること

山登り、海水浴など自然の中で活動すること

科学教室、プログラミング教室など体験学習をす

ること

職業体験（仕事の体験）、ボランティア活動などの

社会体験をすること

競技場でのスポーツ観戦、コンサートなどに出かけ

ること

外国の文化体験、外国人との交流など国際交流

をすること

その他

特にない

不明・無回答

N=1,679

《問８》子どもを対象とした参加の取組（抜粋）

《問６》学校外での参加・体験機会

全
体

十
分
に
あ
る

少
し
あ
る

十
分
で
は
な
い

特
に
必
要
な
い

わ
か
ら
な
い

不
明
・
無
回
答

1,679 405 580 240 50 376 27

100.0 24.1 34.6 14.3 3.0 22.4 1.7

1,679 423 599 236 57 336 28

100.0 25.2 35.7 14.1 3.4 20.0 1.7

1,679 612 499 217 56 269 26

100.0 36.5 29.7 12.9 3.3 16.0 1.5

1,679 311 543 391 54 352 28

100.0 18.5 32.3 23.3 3.2 21.0 1.7

1,679 401 539 340 74 300 25

100.0 23.9 32.1 20.3 4.4 17.9 1.5

オ 職業や社会のしくみを学ぶ体験

カ
まちづくりやボランティア活動
に参加する機会（ゴミ拾いや除
雪など）

ウ
スポーツをしたり、観戦したり
する機会

上段：実数
下段：割合

ア 自然と触れ合う体験

イ 文化・芸術に触れる機会



積極的に聞いている

7.1%

できる限り聞いている
31.6%

聞く機会がない

42.5%

無回答

5.8%

N=1,777

令和５年度 子どもに関する実態・意識調査結果【概要】

■子どもの意見を聞く機会等について【大人】

6

《問12》子どもの意見を聞くことができているか

あまり聞くことができていない
10.2％

聞くことができていない
2.8％

【問12で「聞くことができていない」と回答した人限定】

《問13》聞くことができていない理由（複数回答）

33.8%

39.0%

32.9%

16.5%

10.0%

9.5%

1.7%

子どもの話を聞く時間をとることができない

から

子どもが自分の気持ちや意見を言うことが

少ないから

聞くことよりも伝えることの方が多いから

どのように聞けばよいかわからないから

聞いても生かすことができないから

その他

不明・無回答

N=231

聞くことができていない人
合計 13.0％

子どもの意見を聞く機会については、約４割が聞いていると回答しているものの、１割超の方が聞くことができ

ていないと回答している。

聞くことができていない理由では、「子どもが自分の意見を言うことが少ない」の割合が高くなっている。
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■自分自身のこと【子ども】

そう思う
46.7% 

どちらかといえば

そう思う

36.7% 

どちらかといえばそ

う思わない

7.8% 

そう思わない
5.2% 

わからない
3.4% 

不明・無回答

0.3% 

《問13 ア》毎日が充実していて楽しい

【全体】
【年齢別】

そう思う
58.5% 

どちらかといえば

そう思う

27.9% 

どちらかといえばそ

う思わない

5.3% 

そう思わない
3.8% 

わからない
4.1% 

不明・無回答

0.4% 

《問13 イ》自分のことを理解してくれる人がいる

【全体】

【年齢別】

思う合計
83.3％

思う合計
86.4％

7

53.7 

41.2 

34.6 

38.7 

6.3 

8.8 

2.8 

6.8 

2.0 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10-12歳
（n=709）

13-18歳
（n=970）

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかといえ
ばそう思わない

そう思わ
ない

わから
ない

88.3％

79.9％

64.7 

54.0 

24.7 

30.2 

3.0 

7.0 

2.5 

4.6 

4.2 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10-12歳
（n=709）

13-18歳
（n=970）

そう思う どちらかとい
えばそう思う

どちらかといえ
ばそう思わない

そう思
わない

わから
ない

84.2％

89.4％
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■自分自身のこと【子ども】

そう思う
30.6% 

どちらかといえば

そう思う
31.8% 

どちらかといえばそう

思わない
13.8% 

そう思わない
14.1% 

わからない
9.2% 

不明・無回答

0.5% 

【全体】

《問13 ウ》今の自分のことが好きだ
【成果指標】

自分のことが好きだと思う子どもの割合

（R6年度目標値：80.0％）

(当初値)
H30年度

67.4％
R2年度
67.6％

R3年度
67.3％

R5年度

62.4％
R4年度
67.2％

参考値

【年齢別】

自分のことが好きだと思う子どもの割合は全体の約

６割と比較的高くなっているが、当初値よりも低下。

年齢別では、年齢が上がるにつれて「そう思わな

い」の割合が上がっている。

思う合計
62.4％

8

34.0 

28.1 

33.1 

30.8 

11.4 

15.6 

10.4 

16.7 

10.0 

8.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10-12歳
（n=709）

13-18歳
（n=970）

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかといえ
ばそう思わない

そう思わない わからない

59.0％

67.1％



40.2 

37.1 

28.8 

32.0 

11.3 

12.2 

7.6 

9.1 

11.4 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10-12歳
（n=709）

13-18歳
（n=970）

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかといえ
ばそう思わない

そう思わない わからない

令和５年度 子どもに関する実態・意識調査結果【概要】

■自分自身のこと【子ども】

そう思う
38.4% 

どちらかといえば

そう思う

30.6% 

どちらかといえばそ

う思わない

11.8% 

そう思わない
8.5% 

わからない
10.3% 

不明・無回答

0.4% 

《問13 エ》自分には様々な可能性があると思う

【全体】

【年齢別】

そう思う
44.0% 

どちらかといえば

そう思う

29.2% 

どちらかといえばそ

う思わない

8.8% 

そう思わない
8.5% 

わからない
9.1% 

不明・無回答

0.4% 

《問13 オ》自分という存在を大切に思える

【全体】

【年齢別】

思う合計
69.0％

思う合計
73.2％

9

69.0％

69.1％

49.0 

39.8 

29.1 

29.4 

6.8 

10.3 

5.1 

11.0 

8.5 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10-12歳
（n=709）

13-18歳
（n=970）

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかといえ
ばそう思わない

そう思わ
ない

わから
ない

69.2％

78.7％



74.9%

40.9%

21.3%

14.0%

32.0%

51.7%

22.3%

6.8%

0.5%

5.1%

2.8%

7.3%

5.5%

1.9%

8.6%

0.2%

母親

父親

兄弟姉妹

祖父母、親せき（おじ、おばなど）

学校の先生

学校の友達や先輩・後輩

学校外の友達や仲間

塾や習いごとの先生

子ども食堂など地域の大人

スクールカウンセラー

子どもアシストセンターなどの相談窓口

同じような悩みごとを抱えた人

SNSやインターネット上の知り合い

相談できる人はいない

誰にも相談したり、助けてもらったりしようと思わ

ない

不明・無回答

N=1,679

令和５年度 子どもに関する実態・意識調査結果【概要】

《問16》悩みごとの相談相手（複数回答）

■悩みや困りごと相談相手【子ども】

《問17》相談しようと思わない理由（複数回答）

問16で「誰にも相談したり、助けてもらっ

たりしようと思わない」と回答した人限定

37.5%

22.9%

17.4%

30.6%

45.8%

45.8%

39.6%

13.9%

10.4%

10.4%

0.0%

誰かに相談するほどの悩みではない

誰に相談するのがよいかわからない

偏見をもたれたくない

悩んでいることを知られたくない

相談しても状況が変わらないと思う

悩みを理解してもらえないと思う

相談した相手を困らせたくない

相談することが恥ずかしく感じる

その他

特に理由はない

不明・無回答

N=144

相談する人がいないとの回答は約２％と、大半の子どもは相談で

きる環境にある一方で、誰にも相談しないと回答した子どもが一定

数おり、その理由は相談しても状況が変わらない、悩みを理解して

もらえないが上位となっている。

10



ある

36.2%

ない

61.8%

不明・無回答

2.0%

N=1,777

令和５年度 子どもに関する実態・意識調査結果【概要】

《問15》子どもから相談を受けた経験の有無■子どもから相談を受けた経験【大人】

《問16-3》相談を受けた対応方法（複数回答）問15で「相談を受けた経験がある」と回答した人限定

74.2%5.0%

19.8%

7.8%

10.7%

5.0%

1.1%

1.2%

16.0%

3.0%

0.5%

自分の子ども

兄弟姉妹

親せきの子ども（孫、甥、姪など）

友人、後輩

近所の子どもや友人の子ども

スポーツや文化活動で関わる子ども

町内会など地域活動で関わる子ども

地域の子どもの居場所で関わる子ども

仕事で関わる子ども

その他

不明・無回答

N=643

《問16-1》相談を受けた子ども（複数回答）

大人の約36％が子どもからの相談を受けた経験があり、その多くは自分

の子からの相談であるが、仕事で関わる子どもを始めとする、地域の子ど

もたちからの相談も相当数あることがうかがえる。

その相談への対応方法としては、話を聞いたの割合が高いが、アドバイ

スや学校との連携など、直接的な支援を行った回答も多かった。

しかしながら、少数ではあるが相談先や連携先がわからなかった、何も

できなかったという回答も見られている。

82.1%

67.0%

8.2%

3.3%

14.9%

21.3%

0.9%

0.8%

1.4%

2.5%

1.1%

じっくり話を聞いた

対応方法についてアドバイスをした

相談できるとこを教えた

相談機関につなげた

問題を解決するために直接働きかけた

学校など関係機関と連携した

相談先を案内したかったが、どこを案内

したらよいかわからなかった

関係機関と連携したかったが、どこと連

携したらよいかわからなかった

何もできなかった

その他

不明・無回答
N=643

「ある」と答えた
のは643人

11



令和５年度 子どもに関する実態・意識調査結果【概要】

■相談機関の認知度（子どもアシストセンター）

《問18》子どもアシストセンター（子どもの権利救済機関）

を知っているか

12

【子ども】 利用したことがある
1.3% 

知っているが利用した

ことはない
34.6% 

名前だけ聞いた

ことがある

20.1% 

知らない
41.9% 

不明・無回答

2.1% 

知っている

合計 56.0％

1.3 

1.2 

28.9 

38.8 

21.7 

19.0 

45.7 

39.2 

2.4 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10-12歳
（n=709）

13-18歳
（n=970）

利用したことがある
知っているが利用した

ことはない
名前だけ聞いたこと

がある
知らない

不明・
無回答

51.9％

59.0％

60.5%

33.1%

51.2%

39.2%

27.9%

19.1%

32.6%

25.2%

37.1%

43.5%

22.6%

12.4%

2.0%

18.7%

0.7%

どんな話でも聞いて受け止めてくれる

２４時間いつでも相談できる

匿名（自分の名前を知られずに）で相談できる

電話代などが無料

メールで相談できる

ＳＮＳで相談できる

どんな人が相談員なのかわかる

多くの相談を受けた実績がある

解決方法を助言してくれる

解決方法を一緒に考えてくれる

解決に向けて様々なところに働きかけてくれる

自宅から近い

その他

特に相談したいと思わない

不明・無回答

N=1,679

《問19》どのようなところであれば相談したいと思うか

子どもアシストセンターを約半数の子どもが知っていると回

答しており、10-12歳より13-18歳の方が高い。

相談機関へは、相談の手段よりも対応姿勢に関する要請が多

く、話を聞いて受け止め、一緒に考えてくれる寄り添い型の相

談対応と、匿名性が求められている。



【成果指標】

子どもの権利についての認知度【子ども】

（R6年度目標値：75.0％）

(当初値)
H30年度

61.4％
R2年度
71.0％

R3年度
70.2％

R5年度

65.2％R4年度
70.7％

令和５年度 子どもに関する実態・意識調査結果【概要】

《問20》「子どもの権利」の認知度

■子どもの権利の認知度【子ども】

参考値

聞いたことがあり、内容も

ある程度知っている

11.3% 

聞いたことがあり、内

容も少しだけ知ってい

る
23.0% 

聞いたことはあるが、

内容はわからない

30.9% 

聞いたことはない
33.4% 

不明・無回答

1.4% 

Ｎ＝1,679

聞いたことがある

合計 65.2％

【全体】

13

【年齢別】

54.3%

40.6%

4.3%

0.7%

2.7%

2.9%

10.4%

2.6%

1.1%

17.2%

1.4%

学校の授業や先生の話

学校で配られたパンフレットやチラシ

出前講座

札幌市で実施しているイベントなど

札幌市のホームページや公式ＳＮＳ

家族や友達から教えてもらった

新聞やテレビの報道

札幌市以外のインターネット情報やＳＮＳ

その他

覚えていない

不明・無回答 N=1,094

《問21》「子どもの権利」を何で知ったか

問20で「聞いたことがある」と回答した人限定

8.5 

13.4 

16.6 

27.7 

27.8 

33.1 

45.4 

24.5 

1.7 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10-12歳
（n=709）

13-18歳
（n=970）

聞いたことがあり、内容
もある程度知っている

聞いたことがあり、内容
も少しだけ知っている

聞いたことがあるが、
内容はわからない

聞いたこと
はない

不明・
無回答

52.9％

74.2％



【成果指標】

子どもの権利についての認知度【大人】

（R6年度目標値：75.0％）

(当初値)
H30年度

61.0％
R2年度
63.1％

R3年度
69.7％

R5年度

54.4％R4年度
65.7％

令和５年度 子どもに関する実態・意識調査結果【概要】

《問19》「子どもの権利」の認知度

子どもの権利を約半数の大人が聞いたことがあると回答。当

初値よりも低下している。

年代別では19-20代、30代の若年層が、状況別では同居する

子どもがいる、地域の子どもと関わりがある人で「聞いたこと

がある」の割合が高くなっている。

特に、地域と関わりの有無による、認知度の差が顕著となっ

ている。

■子どもの権利の認知度【大人】

参考値

聞いたことがあり、内容もある

程度知っている

6.2% 

聞いたことがあり、内容

も少しだけ知っている
15.1% 

聞いたことはあるが、内

容はわからない

33.1% 

聞いたことはない
42.7% 

不明・無回答

2.9% 

Ｎ＝1,777

聞いたことがある

合計 54.4％

【全体】

【年齢、状況別】

14

58.7 

61.2 

54.6 

50.2 

54.7 

50.4 

61.5 

52.0 

63.2 

44.9 

40.8 

37.3 

43.3 

46.2 

41.7 

45.7 

36.4 

45.3 

34.4 

52.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-69歳

70歳以上

同居の子どもがいる

同居の子どもがいない

地域の子どもと関わりがある

地域の子どもと関わりがない

聞いたことがある 聞いたことはない



令和５年度 子どもに関する実態・意識調査結果【概要】

《問23》大切にしてほしいと思う権利（複数回答）

■大切にしてほしい権利

15

【子ども】 【大人】

《問22》大切にしていく必要がある権利（複数回答）

①

②

③

①

②

③



令和５年度 子どもに関する実態・意識調査結果【概要】 16

■子どもの権利が大切にされているか【子ども】

大切にされている

場合が多い

29.5% 

どちらかというと大切に

されている場合が多い

34.3% 
どちらかというと大切にされ

ていない場合が多い

4.8% 

大切にされていな

い場合が多い

2.1% 

わからない
28.0% 

不明・無回答

1.2% 

【成果指標】

子どもの権利が大切にされていると思う人の割合

（R6年度目標値：70.0％）

(当初値)
H30年度

63.8％
R2年度
62.3％

R3年度
58.5％

R5年度

63.8％R4年度
61.7％

《問24》子どもの権利が大切にされているまちだと思うか

大切にされている

合計 63.8％

Ｎ＝1,679

参考値

38.8 

22.8 

30.5 

37.1 

3.8 

5.6 

1.4 

2.7 

24.4 

30.6 

1.1 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10-12歳
（n=709）

13-18歳
（n=970）

大切にされてい
る場合が多い

どちらかというと大切にさ
れていない場合が多い

大切にされていな
い場合が多い

わからない

不明・
無回答

どちらかというと大切に
されている場合が多い

69.3％

59.9％

《問25》どのようなまちになってほしいか

24.8%

32.3%

15.4%

28.8%

11.6%

26.3%

5.3%

22.2% 43.7%

11.0%

12.9%

10.3%

10.5%

19.7%

8.9%

23.8%

10.0%

公園など子どもの遊び場がたくさんあるまち

子どもの権利が守られ、すべての人が子どもを大切にして

いるまち

学校や地域で、多様な学びができるまち

だれもが健康的に暮らせるまち

デジタル化が進んだまち

年齢や性別、国籍などの違いを互いに認め合えるまち

町内会などの地域の交流が盛んで、生き生きとしているま

ち

災害への備えができているまち

犯罪や交通事故が少なく、安心して暮らせるまち

観光など産業がさかんで、いろいろな働き方ができるまち

スポーツが盛んで気軽に楽しむことができるまち

文化や芸術などに気軽にふれ、楽しむことができるまち

環境にやさしい活動にみんなが取り組んでいるまち

みどりが豊かで、自然と触れ合うことができるまち

複合ビルなど都市開発が進み、快適なまち

地下鉄やバス、新幹線など交通機関が整備されて便利な

まち

不明・無回答

N=1,679



5.6 

2.4 

3.3 

2.2 

2.1 

3.8 

3.7 

2.7 

3.6 

2.3 

38.5 

34.5 

40.4 

34.2 

31.7 

30.2 

42.8 

31.7 

41.8 

26.6 

8.4 

10.6 

8.6 

7.4 

10.0 

10.9 

11.6 

8.5 

10.3 

8.3 

2.8 

5.5 

5.0 

1.8 

2.1 

1.5 

5.4 

2.2 

3.4 

2.7 

43.0 

43.5 

41.8 

51.1 

51.4 

48.4 

34.5 

51.8 

37.8 

57.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-69歳

70歳以上

同居の子どもがいる

同居の子どもがいない

地域の子どもと関わりがある

地域の子どもと関わりがない

大切にされている場合

が多い

3.0% 

どちらかというと大切にされて

いる場合が多い

34.6% 

どちらかというと大切にされていな

い場合が多い

9.3% 

大切にされていな

い場合が多い

3.1% 

わからない
46.9% 

不明・無回答

3.2% 

令和５年度 子どもに関する実態・意識調査結果【概要】 17

■子どもの権利が大切にされているか【大人】

Ｎ＝1,777

大切にされている

合計 37.6％

【成果指標】

子どもの権利が大切にされていると思う人の割合

（R6年度目標値：65.0％）

(当初値)
H30年度

49.2％
R2年度
50.7％

R3年度
53.0％

R5年度

37.6％R4年度
49.6％

《問24》子どもの権利が大切にされているまちだと思うか

参考値

【全体】
【年齢・状況別】

わからない
大切にされていな
い場合が多い

どちらかというと大切にさ
れていない場合が多い

どちらかというと大切に
されている場合が多い

大切にされてい
る場合が多い

子どもの権利が大切にされていると思う大人の割合は当初値

よりも低下。わからないとの回答が半数近くを占めている。

年齢・状況別では、地域の子どもと関わりがない大人で、特

にわからないの回答割合が高くなっている。


